（労働条件の明示）
第7条 　会社は、労働者を採用するとき、労働条件通知書及びこの規則を交付して、次に掲げる労働条件を明示するものとする。交付は、書面もしくはメール添付にて行うこととする。
①　労働契約の期間

②　就業の場所及び従事する業務…雇入れ直後の勤務地又は職務の内容及びその後の配転の可能性等を明示するものとする

③　始業及び終業の時刻、所定労働時間を超える労働の有無、休憩時間、休日及び休暇

④　賃金の決定、計算及び支払の方法、賃金の締切日及び支払の時期並びに昇給及び降　給

⑤　定年、退職となる事由、退職の手続、解雇の事由及び解雇の手続並びに退職金制度の対象の有無

⑥　退職金制度の対象となる従業員にあっては、退職金の決定、計算及び支払方法並びに退職金の支払時期

⑦　当該従業員の労働契約に期間の定めがあるときは、当該契約の更新の有無及び更新がある場合におけるその判断基準

⑧　当該従業員がパートタイマーであるときは、昇給の有無、賞与の有無、退職金の有無及びパートタイマーの雇用管理の改善等に関する事項に係る相談窓口

２　会社は、前項の労働条件その他従業員の待遇に変更があったときは、文書又は社内メールにより、その内容を周知するものとする。
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